
プログラミング的思考力を養う
学習教材セットの開発

そ の 他

研究の目的・背景：
研究の目的：小中高を一貫しプログラミング的思考力
を養うことのできる学習教材セットを開発すること

背景：プログラミング的思考力を養う学習活動では、
GIGAスクール端末を用いたプログラムのコーディング
だけでなく、アンプラグドで利用するカードやブロッ
クなどの多様な教材の利用が想定される。全国の小中
学校に導入可能な良質なプログラミング教材の開発が
期待されている。

研究内容：

プログラミング教育の目標
学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力の育成の取り組み
の中に位置づけられ、「論理的思考力，創造性，問題解決能力の各
種能力（プログラミング的思考力）を育成させること」

人に反応する信号機を作ろう
小学校３年 アルゴリズムを考える教材

AIレンズで画像認識
中学校２年 変数と構造化を学ぶ教材

Pythonプログラミングで
ドローンを制御

高等学校１年 センサー情報を変数に代入
複雑なプログラムによる制御を学ぶ教材
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アピールポイント：
全国の小中学校はプログラミング教育必修化のため、
プログラミング学習教材を求めている。手軽に学習
を始められる教材セットのニーズは大きい。

論文:髙橋信幸, 河端梓(2024)小中高をつなぐプログ
ラミング的思考に関するスキーマ, 日本情報科教育学
会第17回全国大会論文集,73-74.
論文:高橋信幸, 坂口武典(2023)プログラミング的思
考の構造化に向けた一考察 プログラミング的思考と
スキーマの関連に着目して, 日本情報科教育学会第
16回全国大会講演論文集(Web).

論文:高橋信幸(2023)プログラミング的思考に着目し
た理科授業 プログラミング的思考の要素と理科の考
え方,日本理科教育学会全国大会発表論文集,21,135.

期待される効果・応用分野：

つながりたい分野：
・学習教材の制作・販売企業
・Ｗｅｂアプリ開発企業
・ものづくり企業(カード,おもちゃ,3Dプリンタ成形)
・人材開発プログラム提供企業

住所：岡山市北区理大町1-1
D4号館 4階 髙橋信幸研究室

：086-256-9441
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・ICTの活用によりビジネスを進める多くの社会人が
必要とされる能力であるプログラミング的思考力（論
理的思考力、創造性、問題解決能力）の育成を図る学
習教材・研修教材である。
・利用対象は、国内外の小・中・高校・学習塾が想定
されるが、企業研修、社会人研修での利用も可能。
・GIGAスクール構想で導入された一人一台端末で動作
するWebアプリとして開発すれば収益率を高められる。
・プログラミング教育は経済産業省の「未来の教室」
（EdTech）事業予算の活用も想定される。

プログラミングが好き ３０％
↓

５０％以上へ 良質な教材を提供 岡山理科大学

本研究では
プログラミング的思考に関するスキーマに着目

スキーマ（思考の枠組み）
問題解決の際に活用される関係性を持った知識や経験のまとまり
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